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フ　フック・パワー

一
黒人文学の根源として一

安　部　大　成

1

　1959年3月，ニューヨーク市で米国アフリカ文化協会主催による第一回ア

メリカ黒人作家会議が開かれた。この会議での研究報告を収録したTheAm－

erican　Negro　and　His　Rootsには11人の作家が四つの分野（1．黒人作家の

基盤，2．黒人作家とアメリカ祉会，3．黒人fF家の創作態度，4．黒人fノ「；家と

出版界）に分れて所見を述べている。この中て特に2と4はストックレイ・

カーマイケルStokei．y　Car〃zich　aetやフPイ・マツキジックFloy　Mclei∬ic　le

等によって主唱されているブラック・パワー，つまり，黒人の総力を結集し

て，政治経済力を黒人の手に把握し，黒人共同社会Black　Communityの自

治，白決権を確保して，アメリカ社会での黒人の力を，まず強化し，白人社

会との経済政治上のかけ引きを行う力を強固なものにしょうとする運動に見

られる白人社会の実体把握と極めて密接な関連性をもっている。

　政治的色彩の濃い黒人民話「がちょうどん」Ole　Sis　Gooseを比喩に，ア

メリカ白人社会機構内で作家の仕事をする場合に，黒人作家が直面する社会

的障害物の仕組に触れたアーナ・ボンテンプスArna　Bontempsの報告は黒

人文学はアメリカの政治，経済制度の強い制圧下にある事実を明瞭にとらえ

ている。
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　　　　　　　　　　　パ
がちょうどん（黒人民話）

　がちょうどんがすいすいと湖で游いでいると狐どんは草村に身を伏せ

た。だんだんがちょうどんが岸の近くへ游いで来たので狐どんは草村から

跳び出して彼女をひっとらまえた。

　「ヘヘェ，どうだい，がちょうどん，とうとうとっつかまえたぞオ。お

前さんは長いこと湖で泳ぎよったが，とうとうとっつかまえたぞ。首った

まをへし折っで円’をはじき出してやる。」

　「お前さん，待っておくれよ。ちょっと待っておくれよ。お前さんが草

村に寝ころがる権利があるように，わたしだって湖で游ぐ権利はあるんだ

よ。この湖はお前さんのものと同じく，わたしのものでもあるんだよ。だ

から，この件を裁判所へもって行って，お前さんがわたしの首ったまをへ

し折って骨をはじき出す権利があるのかどうか確めることにしょうよ。」

　そこで二人は裁判所へ向った。がちょうどんは歩きるからつぶやいた。

　「わたしが湖で游いじやいけないなんてお前さんて，どあっかましいわ

ねエ。ここは自由の国なんだよ。ふん／　このことを裁判官さんにいXつ

けてやるんだから。」

　二人が裁判所に着き内へ入ると，がちょうどんはあたりを見廻した。シ

ェリフが目にとまった。彼は狐であった。彼女は裁判官が狐，弁護士達も

狐，陪審員も皆んな狐であるのに気づいた。

　そこで彼等狐達はがちょうどんを裁判にかけた。狐達は彼女を有罪と決

め，処刑し彼女の首の骨をはじき出してしまった。

　さて子供達よ。よくよく聞いておいておくれ。裁判所の連中がみんな狐

達であって，お前達がただたんなるがちょうどんであったら，お前達，力

のない黒人達にはあまり公明正大な処置はとられはしないんだよ。

素朴な表現をすれば，狐に占有されてしまっている司法，行政機関等から
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狐を追い払い，がちょうをしてこの地位を占めさせ，がちょうの様々な権利

を防禦し，黒人共同社会，湖を狐による一方的侵害から守らんとするのがブ

ラック・パワーの狙いであり，がちょう領域の経済機構をがちょうの手で把

握し，狐の経済的不平等競争と搾取よりがちょうの利害を守り，がちょうの

日常生活を経済的荒廃から解放しょうとするのが人種平等会議COngress　of

Racial　Equalityのロイ・アイニスRoy　Lnnisや全国都市連盟National　Urban

Leagueのホィットニー・ヤング・ジャーWhitney　Young　Jr．等の主唱す

る経済分離と呼ばれる，黒人経済防衛の主張であろう。

　では黒人作家は狐の如何なる禍いを蒙っているのであろうか。

　ボンタンプスはこの民話のモラルを強調しつつ黒人作家と白人出版界の関

係を次の如くとらえる。

　「編集者は裡々にして狐になり勝ちであり，出版社も恐らく狐に変貌し得

る。書評者，その｛1‡評を掲載する出版元も狐であり，市場に書物を出す出版

業者，書店，図コ亨選定委員会，さらに大半の読者も皆んな狐である。我々多

くのがちょうが判決を下され，処刑され，骨を抜き1口られてしまわなかった

　　　　　　　　　　　　　　　ののは驚嘆に価すべきことである。」

　彼はここで作家のf乍品発表，秀れた業績を残した黒人の伝記執筆，企画も

のへの黒人作家の参加等に人種差別が行われて来ている気配が極めて強いこ

とを指適する。1920年代の黒人文芸復興期と呼ばれる時期に黒人作家のf乍品

がハーパーズ・ヴァイキング，ポニー＆リヴァライト，ハップ社等の米国主

要出版社より出版された事は彼の文学生活をふり返ってJLIると，こうした機

会は予想外に早く訪れたものであると歓迎する一方，こうした主要出版社か

ら特定の分野に属する著作の発表には機会が閉されていていて，黒人作家は

弱少出版社に依存する外ない，と力説する。

　ボンテンプスはこの機会の制限を黒人作家の肌の色に基づいて行われるも

のであるとは考えていない。むしろ，黒人である故に，当然問題とされるべ

きものに黒人作家が触れ，黒人の立場から検討を加えるであろう，問題の提
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起に制限が課せられる，という風に考えている。この点を掘り下げたのがジ

ヨソ・0・キレソズJohn　O．　Killensの報告，　OPPortttnities　for　De■eLop一

ment　o∫Negro　TaLentである。

　彼は黒人作家が出版社，ジャーナリズム，TV，映画等のマスメディアに創

作発表の機会が制限されるのは作品のテーマ，内容によってそうされるので

あるという。この制限は作品のテーマ，内容に対する差別であって，彼はこ

の差別行為を出版界，マスメディアの作品検閲という形でとらえている。こ

の作品，著作の検閲によって白人社会にとって好ましくないものが排除され

て未然に葬られる。

　白人社会にとって好ましくないものは両人種の人間関係が白人の社会通念

にもとるもの，社会，政治，経済機構内での差別の仕組を暴露するもの，人

種不正問題の解決の展望が好ましくないもの等であって「作家がリトル・ロ

ック，モントゴメリイに関するTVストーリイや黒人が背景をなす恋愛もの

を手渡せば」作家が白人であろうと黒人であろうと問題なく，こうした作品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イリ
は「十中八九まで受け入れられたり，出版されたりはしない。」　この作品検

閲が存在するため，黒人作家の内面にに「白己検閲」self－censorship意識が

植えつ：ナられる傾向があり，作家自身の創作能力の欠如は別として，創作意

欲と創作能力発展を妨げる要素となっている，と彼は指適する。

　では今日まで発表されて来た多くの黒人作家の作品や劇1’1三は一般に如何な

る点でこの白人出版ソ9の検閲を撒ぬがれて来たのであろうか。

　ロフテン・ミッチェルLoften　Mitcheltが宅支の報告The　Negi’o　Writer　and

His　iMiaterialsでこの点を明らかにしている。

　彼によれば，黒人の創作力は奴隷の時代から，白人達の感情を害したり，

彼等の怒りを招いたりしない様に充分に気を配りつつ何かを主張するという

形態を取ってものの表現をして来ており，こうした表現は早くから黒人民話

や霊歌に姿を現わしている○

　黒人民話の動物物語は力はないが知慧のあるうさぎが熊や犬や狐，狼を巧
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みにたぶらかしてそれの目標を達成するという話が多い。この場合，うさぎ

は黒人になぞらえられていて，強力な白人の制圧下に自滅することなく自由

を願って生きのびるさ中に身につけた，制圧を秘かにすり抜ける防禦行為，

これに気ずかぬ白人への秘かな嘲笑と楽しみがうさぎの振舞に表現された。

又，過酷な地上での生活を憂い，天国での救済と幸福を願った黒人霊歌も現

世の不正に対するプロテストが秘められており，時には北部への逃亡の合図

として歌われ，天国は北部，北部はやがて奴隷解放を意味するものとなった

りした。

　この白人社会の激怒を誘発することなく，黒人の本心を表現しょうとする

二重構造を持つ創作は今日も根強く存在し，「抗議小説の時期ですら，社会

は黒人作家に特定の用語を口授した。つまり，　『黒人と白人の連帯』が常に

表現されていなければならなかった。黒人問題の解決にあたって，いつも黒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にエ人を助けてくれる『良い』白人が作品に登場していた。」のである。

　抗議小説の代表作，リチャード・ライトのNαWεSon（1940），マーク・

トェインのTh　e　Tragedy　of　l）add’nhead　Wli’lson（1894），ハーマン・メル

ヴィルのBenito　Cereno（1856）と並んで米国の人種間題に渉わる三大暴力

小説といわれるこの小説にさえ，白人娘メアリイの身体を解体焼却した黒人

青年ビガーを積極的に弁護してくれる白人ヒューマニスト，弁護士マックス

が重要は役割を果す。両人種間の人間の愛と性の問題を描いた実存的小説，

ジェイムス・ボールドウィンのAnother　COuntry（1962）にも白人女レオナ

を非常にサディステックに痛めつけ，恥かしめて精神病棟に追いやる黒人ミ

ュージシアン，ルーファス・スコットに同情し，彼を助けんとする多数の白

人が登場する。

　これは黒人が正義よりも同情と恵み，憐れみをうけるべきものであるとい

う，白人社会の黒人に対する扁見，ステレオタイプを満足させ，白人の家父

長的温情主義を満足させるのである，とロフテンは指適する。

　この黒人の作品の二亜性を生む要因は勿論，黒人作家が白人と自己を同一
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視せんとする場合は別として，白人社会の黒人に対する態度にあり，この社

会の人種小説の趣好と出版界の検閲基準の正体は白人1’i：家の黒人を扱った作

品を検討すれば一層はっきりする，とロフテンもミツチェルも主張する。

　彼等は数多くの作品を取り上げ，そこに一貫した次の様な白人の黒人イメ

ー ヂが存在することを明らかにしている。主人に忠実な召使い的1濃人，不幸

を気にせぬ陽気な，コミカルな黒人，激怒に見舞れた哀れむべき末成熟者と

しての黒人，白人を慕い，白人を熱烈に求め，黒い身体に苦悩する黒人等。

　こうした黒人イメーヂが産出される原因はどこにあるのか。ミッチェルは

この会議に加った黒人女流1乍家アリス・チャイ・レドレスの持論を要約して次

の如く判断している。

　r簡単に云えば，社会に広く流布した白人優越主義観念が白いアメリカ人

の大多数のものに，扁見，侮辱，憐れみの情なしには，黒人を描くことを不

　　　　　　　　　　　　の
可能にさせて来たのだ。……」

　黒人作家遼がアメリカ白人き土会の人種主義者的態度が社会機｝1・；に組み入れ

られていて，彼等の創作活動の障害となっていることを，見きわめ，黒人出版

企業の育成を不可欠であると主張した1959年をふり返ってみると彼等作家の

社会批判の眼が如何に鋭いものであったかが分る。この時期は人種差別廃止

運動が極めて盛んな時代であった。そして，この運動：よ成果を上げていた。

　1957年8月，市民権法案が下院を通過した。これにはアメリカ市民の投票

権を守り，強化する条項が取り入れられていた。この年，アーカンソー州リ

トルロック市のセントラル・ハイスクールの人種統合を促すべく，連邦軍が

この地に派遺された。又，マルチン・ルーサー・キング・ジャーをrln心に南

部キリスト教指導者会議Southern　Christian　Leadership　Conferenceが形成

され，差別廃止運動は大衆を結束させていた。

　1958年，ハワード大学政治学部長であり，マイヤデルの大著An　American

Dilemma（1944）の共同研究スタップであったラルフ・バンチが国際連合の

要職についた。
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　1960年，アイゼンハワー大統領は市民－権法案に署名した。学生非暴力協調

委員会Student　Non－violnt　Coordinating　Committieが形成され，非暴力精

神にもとずく差別廃止運動が組織化された。

　1961年．黒人であるクリフトン・R・ホワートソはノールウェイの米国大

使に任命され，同じくジェイムス・B・パーソンはシカゴの連邦地方裁判所

の裁判官となった。各州連合通商委員会Interstate　Commitieが州問交通機

関，施設の人種差別廃止の命令を出すや，南部の差別法の正体を確めるべく

人種平等会議，COREは黒人，白人の混合班からなるFreedom　Ridersを

南部へ送り込んだ。

　人種差別の壁は次々と崩されて行くかの感があり，セイントクレア・ドレ

イクSt・Clair　Drakeと，ホラス・R・ケイトンHorace　R．　Cayton　（よ彼

等の社会学Ll｝BZ〈ξ㌦MetroPoLis（1945）の1962年版に加えた「ブロンズヴィ

ル1961」Bプo〃m，”ε1961でこの時期を次の如く述べている。

　「アメリカは繁栄の時代を体験しつつあり，黒人達は人種統合の時代に生
　　　　じドト

きている。」

　この人種問題の解決に希望の光が輝き始めたかに見える時期に，政治問題

の背後にある人間の問題に眼をすえていた彼等作家達の一人ジュリアン・メ

イフイールドJulianル五りφセ／4は云う。

　「人種統合が選挙，f；E宅，教育，就職といった分野で完全な市民権を獲得

するという意味ならば，これは称賛されるべきであり，又，実際励みとなる

　　　　り
ものである。」だが，こうした統合によって，一歩白人社会の内側に足を踏

み入れると，白人社会の持つ生活様式，価値観，信念，モラルとの接触を持

つことになる。従って人種統合の持つ意味のもう一つの側面，「アメリカの

イメーヂと黒人が自己を同一視する。」という問題になると極めて深刻な事

態が生ずる。というのはアメリカのイメーヂAnleriCan　Imageといい，ア

メリカの主流American　Mainstreamといい，アメリカの夢American　Dream

といい，様々は民族を背景とするアメリカがこれら諸民族を統合したこのも
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のの正体が黒人にとっては問題だからである。

　「この国での長くして残酷であった黒人の歴史を通じて今日まで，黒人は

アメリカの夢の最も熱烈な追求者であった……，彼がこの夢を手に握ること

が出来るとするなら，彼は多勢の冷笑的白人が彼の身に加えるおびただしい

虐待をも恐れず，誇りをもって歩むことが出来たであろう。アメリカの夢の

追求が非常に熱烈であったため，黒人指導老達は戦争の正体が何んであるか

に完く関心なく，どの戦争にでも『我々の若者を召集してくれ，我々の若者

にやらせてくれ，そうすれぽ彼等はアメリカ人としての値打があることをき

っと証明します。』と呼んで，民族中，最も力強い彼等の息子達を提供して
c／IL

来た。」ところがこの黒人を虜にしていたアメリカの夢の正体が何んである

かがぽつぽつ黒人大衆には分りかけて来た。

　「私は叩隊の人種統合がなされたことなんかどうだっていい，この次から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゆ私は一体どんな戦争に自分の息子が取られて行くのか知りたい。」と朝鮮戦

争で息子を失った或る黒人の母の叫びを耳にしたメイフィールドは黒人大衆

のアメリカの夢からの覚醒を見て取っていた。

　ジヨン・O・キレンズは短篇小説God　Bless　Amrerica（1952）でアメリカ

の夢を追って朝鮮戦争に加わる黒人青年とこの人種戦争を激しく批難し，戦

場に向う彼の不運を心から嘆く黒人娘を描いて黒人間にアメリカの夢に対す

る疑念が拡がりつ1・・あった現実を取えている。

　勤強，倹約の精神と個人の創始力をもとに，無限の可能性を秘めた自山の

国土アメリカで，自らの潜在能力を充分に発揮し，己れの欲するところのも

のを進取する。そうすることによって幸福で一層汲かな生活を確保するとい

うアメリカの夢はアメリカ白人にとって開かれたもので黒人には閉されたも

のてありそうだ。それは白人優越思想に侵蝕されたアメリカ人のイメーヂに

映った黒人を見ればはっきりしそうだ，とジュリアン・メイフィールドはい

うのである。

　アーナ・ホンタンプスは黒人作家が依存して来た白人出版界の出版状況に
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批判の眼を向け，ジョン・O・キレンズは人種問題のあつかいに関する出版

界の検閲，これがもたらす作家の自己検閲の傾向をとらえてその焦点をしぼ

った。そしてフロテン・ミッチェルは両人種間の人種関係の作品に白人優位

の設定が強く見られることに注意を促し，白人優越主義の文学作品への侵透

を指適した。そしてジュリアン・メイフィールドは白人社会の主流なるもの

に対して強い疑念を投じた。これは文学の分野で黒人が白人優越主義の色彩

が強い白人文学というアメリカ文学の主流に訣別を告げんとする傾向が統一

的に強まって来ていることを意味するものといえよう。それは単なる訣別で

はなく，黒人の総力を結集して黒人文学の陣営の戦列をととのえ，黒人の創

造力をゆるぎないものにせんとするものである。この動きは1960年中盤に拾

頭した解放の政治学，ブラック・パワーのアメリカ主流のとらえ方，（それ

はブラック・パワーがより具体的にとらえているが，）運動の方向と同一路

線にあることは意義深い。ブラック・パワーはアメリカの主流を荷負うもの

は白人巾産階級であると規定する。そしてアメリカの夢はこの階級に独占さ

れていて黒人のものであったことはなく，この階級の価値観は人種主．｝‘ε者的

性格と物質主義からして人間性に欠けるものであり，従ってこれに同化する

ことは自らの人間性を荒廃させるものであるとする。ここに黒人の政治運動

と文学が合流し，人種主義に腐蝕1されているアメリカの人間性川復の役告1」を

果す可能性が強く予想さ才しるのである。

注　（11Langston　Htighes　and　Arna　Bontemps，　The　Book　of　Negro　Fatktore（New

　　York，　Dacld，　Mead＆Company，1958）p．13．

　　〔2）　See　Roy　Innis，“Separatist　Economics：aNew　Soc｛ul　Contruct；’in　IV：11ian｝F．

　　　Haddad　and　G．　D（）uglas　Pugl1，　eds．，　BIαck　Economic　Dθ泥Zo♪η2θ励（New　Jersy，

　　Prelltice－Hall，1969）。

　　（3）　Arna　Bontennps，“Ole　Sis　Goose，”　in　：Xinerican　Society　of　Africm　Culture，

　　ed．，　The　Americanσegro　W沈er　and　His　Roots（NeNv　York，　Amerlcl［n　Society

　　　of　African　Culture，1960）p．52．

　　c4）J（）hn　O　KIIIells，“Opportlmities　for　Devcnlopment　of　Negro　T｛ilent，”lbid，．　p．

　　64．
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（5）Laften　Mitchel｜，“The　Negro　XVrlter　alld　His　Materials，”Ibi（1．，　P．57．

（6）　Kemeth　Lylln，“V［（）lellce　in　Amerlcan　Literature　and　Folk　Loreノ’in　Hugll

　Davis　Graham　al、d　Ted　Rイ）bert　Gurr，　eds．，　Viotence　in　Aηterica（Signet　Book，

　1969）　p．233．

（7）M｛tchell，　op，　cit．，　p．59．

（8）　St・Clair　Drake　alld　H《）race　R・Cayton，　Black　MetropoL｛s，　Vo1．2（Hnper

　Torchb〔x）ks，1962）p，　XV，

（9）Julian　Mayfiel（1，“lnt〔｝the　Mainstrea［n　and　Obhvion，”，‘“Tneric三m　Society　of

　African　Culture，　ed．，　op．　cit．，　p．30．

（10）　　Ibid．，　p．30，

（U）　　Ibid．，　p．31．

（rz）　　IbkL，　P．　30．

H

　1960年を前後する時期はメイフィールドもいう如く「道義の雰囲気」がか

もし出され，　「人種主義は実際，崩壊しかけたかの如く」感じられた。だ

が1960年の中盤にさしかかって南部白人社会の人種主義はSNCC，　CORE，

SCLCを中心とする非暴力運動に対し総反撃をかけてその残酷な正体を現わ

した。

　1963年，キングが最っとも人種隔離の厳しい街と指定したアラバマ州バー

ミンガム市に彼の導く差別抗議のデモを導入するや，公安委員長ブル・オコ

ー ナは放水車と警察犬を使ってこれを鎮圧した。NAACPのエドガー・エ

ヴァンズがミシシッピー州で殺害され，次いでバーミンガム市の黒人教会が

爆破された。この’bl件で四人の黒人少女が死亡したが南部に於ける人種隔離

別への抗議運動が暴力による鎮圧，報復をうけ始めると，住居，就職差別に

よってスラム街の荒廃した生活状況に押し込められていた北部黒人の下層集

団を一層激怒せしめ，「眼には眼を」と説教して来たブラック・モズリムの

当時のスポークスマン，怒れるマルユムの声を高めさせ，又，SNCC，　CORE
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をしてキングの指導方針より訣別せしめた。そしてアメリカは1964年から

1967年に至る連続四夏季に渡る黒人大暴動に見舞れることになった。

　1967年7月「暴動対策委員会」National　Advisory　Commission　on　Civil

Disorderが大統領命令によって設けられ，暴動の原因究明と将来の対策が検

討され，この委員会は翌年3月，多くの学者，専門家によって執筆された

「暴動対策委員会報告書」を出したが，その第十六章「都市の将来」はアメ

リカ白人社会の心胆を寒からしめるものである。これは黒人の都市集巾化と

人口増加，白人の郊外地域への移動がますます激化し，1985年までには，こ

のままで進むと両人種の地域的，経済的人種両極化（一方が豊み，他が貧困

状態にある）を定着化させ，両人種間の敵対関係が深刻なものとなり，アメ

リカの主要都市は一触即発の人種暴動の危機を常時はらんで，準戒厳命下の

生活が強いられるであろうことを予想している。

　このアメリカ全土の治安をゆるがし，国民生活の安全がおびやかされる可

能性が濃くなって，初めて白人権力社会は正直にアメリカの人種問題に渉わ

る真実を認めざるを得なくなった。この報告占に接して，フロイ・マッキジ

ックは「我々はまさに真実に到達しかけんとしている。白人達が初めて，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くり『自分達は人種主義者である。』といったのだ。」と語った。だが，これを認

めたのは極少数者にすぎない。人種偏見と組織的差別によって，黒人からあ

らゆる機会を奪い，彼等をスラム街に閉じ込め，この地上での生活を荒廃と

腐蝕の中に送らせることを強いたのは様々な白人の政治、経済，社会機構，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の白人社会そのものが行ったという事実を「暴動対策委員会」は認めたが，こ

れは「白いアメリカ人が決して充分に理解していないこと一しかし，黒人

　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆは決して忘れることの出来ないもの　　」であるというさらに深刻な事実を

も同委員会は認めざるを得なかった。

　白いアメリカ人が何故，自ら行って来た人間的，社会的不正を理解出来な

いのであろうか。この解答は明瞭である。それは彼等が黒人を彼等と同じ人

間であるとは考えていない，又は考えたくないからである。



80　ブラック・パワー

　白由，平等，機会均等を柱とする民主主茂の精神，所謂，アメリカの信条

とアメリカの夢は本来合致するものである。しかし，これうミ合致するのぱ黒

人を除外して初めてそうなる。ジョン・Z・ディロリアンJohn　Z．　Delo－

rean（ジェネラル・モーターズの副社長）は径済学者の立場から，1857年の

或るオレゴン州の新聞記事（これは1969年2月27nのNeωYork　Revietv　of

BooksにC．杭η2ηWbo読ρ∠zr4が引用したものであることが脚注さ｝している。）

を一例に白人往会の黒人除外の原因を経済白由競争よりの黒人排除にあると

見ている。

　「『ナレゴン州は白人のための土地である。我々の間に黒人を奴隷として存

在させることは許さないが，我々は正当にして有力な理由にもとずいて，彼

等が自LWIIII－，人の浮浪者となって我々のところへやって事ることを禁止する。』

　これらの『有力な理山』の巾には自由ll1人は白人に仕事，企業の所有権，

土地を手に入れる競争を行うであろうという広く流布した恐怖患があったの
　　　ゆ
である。」　彼はさらにフランスのエッセイスト，アレクセ・ド・トケヴィレ

Atexis　de　To64μεu〃ε乃ミ1835年のアメリカを訪問して印象づ：ナられたという

一節を加えている。「人種偏見は奴隷制の存在する諸州よりも奴隷制を廃止

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほハした諸州に於て一層強力であるように見える。」それは彼の見解からすると

黒人との自由競争を恐れたためであり，この恐怖は奴頴制ドに黒人を置くこ

とによって静められていたということなる。しかし，その背後に横たわるも

のぱ人種主義であって，下等と考える人種と自由競了｝を行いたくないことを

意味する。これは奴隷制度を持たず，従って偏見と差別がない様に！U，わ，｝Lた

北部白人にも同じく人種主義の侵透が見られる。南1到；黒人が第一次、第二次

大戦による軍事産業の労働力として，又，北部を約束の地と夢みて，不況と

冷酷な差別の地，南部を逃れて北部に流入し始めると，この’1｝：実が次第には

っきりして行った。

　「黒人の大集団が彼等のまっただ中に流入して来た事は……合衆国の北；郡

白人を厳しい試練に晒した。彼等の大多数はその時になって初めて，彼等も
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独自の人種偏見を持っており，彼等は黒い同胞を平等な人間として受け入れ

　　　　　　　　　　　　　　くの
る用意のなかった事に気がっいた。」黒人社会学者ジ。ン・ホープ・フラン

クリンJo／m　HoPe　Franfelin｛土こう指適している。

　「黒人を平等な人間として受け入れる用意がない」のは彼等の依って立つ

アメリカの信条，アメリカの主流をなすrド産階級のfi耐直観，信条，生活様式

から黒人を初めから除外しているためである。

社会学者一プアンス・・㍉カーF’γance　Pac　kardばThe　St。tu∫Seekers

（1959）で彼の知人である或る社会学者が階層分化の研究に際して気づいた

興味ある一例を述べている。この学者は大学生達に次の社会的属性を持つ人

物を適切な社会階級に位置ずける様要求した。

　「彼はインデアナ大学出身でオハイオ州立大学で法律の学位を得た。彼の

父は小企業を営む高校出身者であり，母は二年の大学教育を受けている。彼

は1958年型のビュイックに乗り……自分の法律事務所を持っている……年間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け1万2千ドルの収入があり……二人の子供は大学生である。」

　これだけを聞き終えると，この男は中産階級上部にあることが直ぐ分る。

その上，この男は自分の両親の社会的地位をしのいだ，いわばアメリカの夢

の具現者である。ところが学生達はこの男を下層階級上・下，中産階級上・

下，上流階級上・下，六階層のいつれに位置づけるべきか非常に当惑した。

というのは教授が最後に「この男は黒人である。」と付け加えたからである。

彼等ははっきりした社会的地位を持っている黒人を，この社会的地位を基と

する階層のいつれにも位置ずける川意が完く出来ていないのである。黒人は

別問題であると人種主義者の如くはっきりといい切らぬまでも，こうしたた

めらいの中に，これらの学生達に人種主義なるものの侵透が歴然と見られる

のである。

　パッカードは，アメリカ人の心を形成する上で学校教育と学校での人問の

接触のあり方が重要な役割を果すが，このアメリカの教育なるものが，実は

階級意識にもとずく排外意識を育てる張本人である，と力説している。



82　ブラック・パワー

　「アメリカの公立学校は民主々義を育てる力となっていると，よくいわれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くゆて来ている。公立学校と私立学校を比較すれば，それは疑うべくもない。」

だが，民主々義的であるのは小学校レヴェルであって，中学校に近づくにつ・

れて級友，遊び仲間の出身社会階級が問題にされてくる。礼儀上は別として

付き台っていい仲間とそうでないものが明瞭になり始めてくるのである。こ

の傾向は中学校になると遊び友達は異性間とのデイト相手と変化するために

適切な階級出身者を友人に選ぶことによって強化される。高校になると上流

階級の子供は私学に向う傾向があり，公立高校の生徒集団は中産階級上部の

もので占められることになり，下層階級出身者が退学し始める。かくて「ア

メリカの公立学校には中産階級上部のものの考え方が支配的であるばかりか

　　気づかれぬかも知れないが一この階級が包含する諸価値を強化するた

めの精力的な努力がなされている。」　これがアメリカの主流なるものの正体

なのである。白人中産階級に黒人は最初から含まれていない。大学生が（恐

らく社会科学を学んでいる学生達らしいが）黒人の処遇に当惑するのは当然

のことである。「ヒューマニイティを教える大学にヒューマニイティの精神
　　　　くエリ

なく……」と黒人問題に関してアメリカの大学を批判したルック誌の編集人

アーネスト・ダンパーの憤慨は納得するに難くない。

注（1）Newsωee々（March　11，1968）p，19．

（2）　Report　of餓θNationat　AdviserツCommis∫ion　oπCivit　Di∫orc乏θr（B三lntam

　　Book，1968）p．2．

　　　（3）　　Ibid．，　P．　2．

　　（4）John　Z．　Delorean，“The　Problemノ’in、Villiam　F．　Haddad　and　G，　Douglas

　　　Pugh　eds．，　Btack　Economic　Developnzent（New　Jersy，　Prentice－Hall，1969）p．8、

　　　（5）　　Ibid．，　P．8．

　（6）John　Hope　Frankiin，“lntroduction　l　C（）10r　alld　Race　in　tlle　M〔」dern、Vorld，”

　　in　Johll　Hope　Franklin　ed．，　Color　and　Race（Bosto】1，　H‘）ughton　Mifflin　Com－

　　　　pally，1968）　p．　x面．

　　（7）　Vunce　Packard，　The　Statz‘∫Seefters（Giant　Cardinal，1961）p．40．
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（g）　　Ibid．，　p．　201．

（1旬　Ernest　Dunbar，‘’Mel1二く）f則n　the　G｝letto：The　Dispirit　of　’67；’in　The　Asia

　ハ（agazive（Noveml〕er　19，1967）p．30．

m

　ブラック・パワーはこのアメリカ中産階級の生活様式，諸価値観，信念，

ものの考え方をどの様に見ているのであろうか。それは白人社会にゆき渡っ

た白人優越主義の網の中に黒人がその人間性を歪曲された取でとらえられ，

白人に隷属する黒人像が創り出され，黒人の人間的尊厳が汚されることに対

して，文学の分野で激しく抵抗している黒人作家の創作活動に多大の影響力

を及ぼすものとして検討するに値する。

　パッカードは前述のぼでエール大学の社会病理学者ジョン・ドナルドが南

部で両人種間に存在する社会的障壁について調査した際，或る白人女が結婚

前のパートナーとの接吻がもたらした奇妙な体験を本人より耳にして述べた

　　　　　　　　くり
ことに触れている。

　彼女は白人の青年を愛していて，別れの際，熱烈な接吻をした。これを傍で

見ていた年配の女がこの行為を厳しく戒めたという。理由はそうした熱烈な

接吻は彼をして黒人女を求めに黒人街へ行かせることになるというのであっ

た。パッカードはここに南部の白人男が女性に対して持つ二つの態度を指適

する。だが，これは南部の白人男に限定する必要はなく，北部の白人男も同

じである。ミシガン州の小さな町で少年時代を送ったマルマムXがその地で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのの両人種間の性の交りを明らかにしている。又，問題は白人男の二重態度に

あるのでもない。ここには白人の宗教とセックスにまで根を拡げている根深

い人種主義の働きが見られることである。パッカードは同じ箇所で白人の男

は黒人の女を誘惑的（seductive）と感ずる傾向を指適している。白人の女が

魅力的（attractive）であるに反して黒人が堕落的という意味を含むseductive

と感じられるのは何故であろうか。
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　ロジャー・バスタイドRog6アBα戯∂θはこれに関して一つの見解を述べて

いる。彼によれば白人女を純潔である白い聖母のイメーヂ，黒い女を肉欲を

そそらせる悪魔のそれでとらえ，両人種間のセックス感情に白人高等，黒人

下等の観念を植えつけるに至ったのはヨーロッパの植民地主義をヨーPッパ

の宗教が正当化することによってヨー・ッパ人の良心を安定させる役割を果
　　　　　　　　　　　この
す過程で行われたと見る。これは両人種間の接触による性的交わりを規制し

黒い女の魅力から白い男を（この逆からいえば黒い男の魅力から白い女を）

宗教的色彩の濃いモラルの上から防衛するにはさらに美学的性格をもつ理由

ずけを必要とし，黒い女を醜いものと納得させるにたる美的表現がなされて

来た，と彼は主張する。

　人種主義はこうした宗教意識，美意識，セックス感情と相互に補強しAっ

て極めて執拗な力をもち個人の間に深く侵透していった。

　ストックレイ・カーマイケルとチャールズ・ハミルトンはこの人種主義の

持つ重大な機能を的確に取らえ，「人種主義は単に人種の差異・に基づく人種

排外を行なうのではなく，他人種を服従させ，この服従状態を保持す1）　n的

　　　　　　　　　　　　くロ
を持って異人種を排外する。」と述べている。

　ブラック・パワーは白人中産階級と人．種主義を不可分のものとして見てお

り，この中産階級がとりもなをさず様々な社会，経済，政治制度に固着した

人種主茂の背骨となっていると判断する。

「この階級は一全体として一人間性に関して育つ見込みのある良心は

持ち合せていない。このi－li産階級の価値は物質的増大に基づいていて，人間

性の発展には基づいていない。この階級の価値は結局はきれいに並んだ並木

のある郊外地域におさまり込んだ，世を避けた小さな閉鎖的目二会集団を支え

るだけである。この階級は自由な，競争による社会を肯とすると口にはしな

がら，黒人達全休に競争の機会を与えることを強引に，残酷なまでに拒絶す
イの

る。」

　だから，ブラック・パワーはこの階級と同化するという目的を持たない。
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彼等は黒人意識を高め，洞察力を鋭くして，人種主義のワナから自らを解放

すると共に，これら白人の手に握られている黒人共同社会の政治，経済機構

を黒人の総力をあげて，自らの手に取りもどそうとする。ブラック・パワー

は人種統合の背後にあるものに眼を置えている。それは人種主義の荷負い手

白人社会の主流をなす中産階級の領域に黒人を近づけ，この階級の価値観に

同化させることによって黒人を白人社会の支配下に置き，黒人の人間として

の尊厳，創造力，人間性を根こそぎにする危険である。この判断は人種主義

の固着した政治・経済の仕組そのものの性格に対する洞察に由来す261

　ロフテン・ミッヶエルは「人種総合はアメリカで進められて行くであろう

が、黒人であることの恨となるものが白人社会によって跡形もなく抹殺され

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くカ
るのではないかという恐怖は底知れぬものである様だ。」とブラック・パワ

ー出現の約10年前に懸念したが，ここに人種主義を除去し，人間の白由と尊

厳を守り続けて来た，黒人の偉大ン’L：人間性を一層力強く息吹かせるブラッ

ク・パワーの精神が誕生しているのである。

　だが，その前途ぱ平易なものではない。まず文学の分野で黒人の精神的遺

産，黒人の根を腐Uさせる様な作品が，ブラック・パワー拾頭の時期に出現

している。白人作家ウィリアム・スタイロンWiliiam　StyノーonのTh　e　Confes－

sio？ls　of　NVat　Ta　i’ner（1967）がそれである。

　ナッ1・・ターナーは周知の如く1831年，少数の奴隷をひきいてヴァージニ

ア州サーザンプトンに奴隷反乱を巻き越し，黒人は奴隷であるよりも，白由

を獲得するためには，生命を捨てることを恐れぬ人間であることを身をもっ

て明らかにし，当時の奴隷諸州をし♪るがした，黒人の英雄である。このナッ

ト・ターナーを白人女の肢体の魅力に心身まで虜にされた白人への内的隷属

性の権化としてスタイロンは描き，黒人作家の激怒を買った。この作品は白

人社会に人気を呼んでいることが指適されているが，これは白人社会に於け

る黒人に対するステレオタイプが健全であることを示すと共に，白人優越主

義の禍いをうけた黒人の存在がその作品の社会的基盤ともなっているといえ
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るが，スタイロンが表現するものは，まさに黒人作家が警戒していていた黒

人の根に対する除根的働きを及ぼすものであろう。この作品が発表される

や，第一回黒人作家会議に加っていたジョソ・ヘンリック・クラーケJohn

Henrife　Clarke，ジョソ・O・キレソズJoh　

n　O．　Kitlens，これにカーマイケル

とのBlack　Pσwer（1969）共著者であるチャールズ・ハミルトンCharles

Hamiltonをも加えて10人の黒人作家がスタイロン批判に出ているが，これに

関する検討は次回に譲りたい。

注　（1）　Vance　Packard，　T／le　Status　See々ers（Giant　Cardinal，1961）．　p．145．

　　（2）Malcolm　X，　The　Autobiography　of　Malcolm　X（Pengun　B〈）ok，1966）pp．

　　　111，　112．

　　（3）　Roger　Bastide，　t‘Calor，　Racism，　and　Chrlstianity，”in　John　Hope　Fmnkhn　ed．，

　　　Cotor　and　Race（Boston，　Houghton　Mifflin　Company，1968）p．41．

　　（4）　Stockely　Carmichael　and　Charles　V．　Hamilton，　Blacfe　Power：The　politics　of

　　　Libe，・ation　in　America（Pelican　Book，1969）p．61．

　　　（5）　　Ibkd．，　P　54．

　　　〔6）　　Ibid．．　P．65．

　　（7）Loften　Mitchell，“The　Negro　Wrはer　an〔1　His　Materials，”in　American　S（）ciety

ol　Al品nωture　ed．，　The　American　Negro　VVriter　and　His　Roots　（Nexv　York、

　　　Americtin　Society　of　African　Culture，1960）p，60．

　補　注

　　　　1957年～1961年の黒人関係の出来事はC．Eric　Lincoln，　The　Negro　Pitgrimαge

　　　in　America（B：mtam　B（）ok，1967）のChronologyを参考にした。


